
コロナ禍における市民や観光客の移動需要の喚起と外出意欲を高めるとともに、地域経済の活性化、さらには、交通事

業者に対する経営支援を図るため、交通事業者が実施する『タクシーチケット割引事業』及び『高速バス運賃割引事業』に

対する補助を実施。

目 的

事業概要
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１. タクシーチケット割引事業

市内のタクシー全8社で使用できる、額面5,000円分の

タクシーチケットを、八代市タクシー事業者会において

3,000円で販売を行うもの。

【割引内容】 額面5,000円（500円×10枚綴）の

チケットを3,000円で販売

【販 売 数】 5,000冊 ※1人2冊まで購入可

【販売窓口】 各タクシー事業者、商工会議所、商工会

【事業期間】 令和4年10月 ～ 令和5年2月

２. 高速バス運賃割引事業

熊本空港や運転免許センターと、本市を結ぶ高速バス

『すーぱーばんぺいゆ』の大人運賃を対象に、１運行当たり

500円の割引を行うもの。

【割引内容】 大人片道乗車券１回の利用につき、

500円割引で販売

※市域内停留所間の利用分は割引対象外

【割 引 数】 乗車券等 10,000枚分

【事業期間】 令和4年11月 ～ 令和5年2月
※予定数に達した

時点で終了

約４，０００冊１１月１４日時点での販売実績 約７，３００枚１１月１４日時点での割引実績

【報告事項１】タクシーチケット・高速バス運賃割引事業について



【報告事項１】タクシーチケット・高速バス運賃割引事業について 参考資料（３－１）

＜タクシーとく得チケットチラシ＞ ＜すーぱーばんぺいゆ号キャンペーンチラシ＞
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【報告事項２】「第４回八代市公共交通絵画コンクール」について

【本コンクールの概要】

○市内の児童に地域公共交通に対する親しみ・興味・関心を持ってもらい、将来にわたって積極的に公共交通を

利用してもらうことを目的に、児童の夏休み期間を利用して作品を募集

○募集作品は、市内を運行する路線バス・市街地循環バスを題材としたもの

【入選作品の選定】

○８つの小学校から合計３９作品（低学年の部（１～３年生）：２５作品、高学年の部（４～６年生）：１４作品）が応募

○１０月１９日に開催した本コンクール審査委員会において、低学年の部・高学年の部から最優秀賞１点、

優秀賞２点をそれぞれ選定

【表彰等】

○入選者には、表彰状と副賞（くまモンのＩＣカード（提供：産交バス様））を１２月中旬に贈呈する予定

○このほか、応募者には参加賞を贈呈する予定

【応募作品の取り扱い】

○今回応募のあった全作品については、産交バス様のご協力のもと、市街地循環バス車内に掲示（１２月末から

３月末まで）させていただき、公共交通の利用促進を図る
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最優秀賞
八千把小学校３年生

入選作品の紹介「低学年の部」

優秀賞
郡築小学校２年生

優秀賞
八千把小学校２年生
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【報告事項２】「第４回八代市公共交通絵画コンクール」について



最優秀賞
鏡小学校４年生

優秀賞
八千把小学校５年生

優秀賞
八千把小学校４年生

入選作品の紹介「高学年の部」
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【報告事項２】「第４回八代市公共交通絵画コンクール」について



【報告事項３】ＪＲ各線のダイヤ改正による路線バスのダイヤ見直しについて
令和４年度第３回八代市地域公共交通会議

○令和４年９月２３日にＪＲ各線のダイヤ改正が行われましたが、改正の内容を踏まえ、産交バス株式

会社と協議を行った結果、乗り継ぎには影響がないものと判断し、路線バスのダイヤ見直しは行わない

こととしました。

［令和４年度 第１回八代市地域公共交通会議］資料３ 抜粋

資料３－３

【協議事項３】ＪＲ各線のダイヤ改正による路線バスのダイヤ見直しについて

○九州旅客鉄道株式会社が令和4年9月2３日（金）に新幹線・在来線（以下、「JR各線」という。）のダイヤ改正を
予定されています。
ダイヤ改正により、「JR各線」と路線バスの乗り継ぎに影響が生じる場合には、利用者の利便性の確保を目的に路線
バスの運行ダイヤを見直したいと考えております。

※新幹線を含め、八代発着の便数に変更はない見込みですが、ダイヤの見直しが予定されています。
※JR各線のダイヤ改正の確定は、8月中旬頃の見込みです。
※乗り継ぎに影響がない場合は、見直しを行いません。

○「JR各線」のダイヤ改正から速やかに路線バスのダイヤ見直しを実施するために、内容の調整は事務局と産交バス
株式会社に一任を頂ければと存じます。

○なお、委員の皆様には、見直しを行った場合、後日ご報告差し上げるとともに、利用者への円滑な周知（バス車内で
の時刻表配布等）を実施してまいります。
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